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１．実施概要 

（１）事業者名： 東京電力ホールディングス株式会社 

（２）施設名： 福島第一原子力発電所 

（３）検査実施期間：  

ア 年４回の保安検査 

① 基本検査 

令和元年７月８日～令和元年９月２４日 

② 追加検査 

なし 

 

（４）検査実施者： 

福島第一原子力原子力規制事務所 

小林 隆輔 

渡部 俊文 

木村 隆一 

宮本 敏明 

平沢 淳 

坂本 千明 

田中 秀樹 

松本 和重 

木村 通 

地域原子力規制総括調整官（福島担当） 

南山 力生 

他 

 

２．実施計画違反リスト 

今回の保安検査では、下記に示す項目について違反が確認された。詳細については別添１

参照。 

No.1 

件名 ５.６号機送電線（双葉線１号）での発煙事象 

実施計画の該当条文 実施計画第Ⅲ編第３条 

判定区分 実施計画違反（監視） 

事象概要 双葉線引留鉄構取替工事において、６６ｋV双葉線１号及び

２号に防食層保護装置（雷に対する保護装置）と接地線を設

置する計画であったが、双葉線１号において２０１９年６月１１日

に接地線を誤った位置に接続し、６月２６日から受電を開始し、

７月２２日に一旦受電を停止した後翌２３日に復旧した。２５日
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に協力企業作業員が双葉線１号黒相ケーブルヘッド架台から発

煙していることを発見し、５.６号機中央制御室に連絡し、双葉

線１号を停止した(双葉線２号は受電継続)。停止により発煙及

び火花が収まった後、現場確認を行ったところ、防食層保護装

置が焼損していた。 

応急処置として、防食層保護装置を取り外し、接地線を取り

付け、双葉線１号については当日中に受電を再開した。その後、

同様に誤って施工された双葉線２号を停止し、応急処置後、２

６日に受電を再開した。 

 

No.２ 

件名 管理対象区域における飲料水の摂取について 

実施計画の該当条文 実施計画第Ⅲ編第３条、第１編第６５条、第２編第１０５条 

判定区分 実施計画違反（監視） 

事象概要 ２０１９年７月３０日、福島第一原子力発電所構内の５、６

号機警備員詰所（以下「５、６号詰所」という。）及び１－４号機

周辺防護区域警備員詰所（以下「１－４号詰所」という。）の入

口付近の飲食等が禁止されている管理対象区域の装備脱衣エ

リアにウォータサーバ（５、６号詰所）及びクーラボックス（１－４号

詰所）が設置されており、事業者が警備を委託している協力企

業（以下「委託先」という。）から再委託を受けた協力企業の警

備員（以下「警備員」という。）が飲料水を摂取していたことを事

業者が確認した。東京電力株式会社福島第一原子力発電所

原子炉施設の保安及び特定核燃料物質の防護に関する規則

（以下「１Ｆ規則」という。）第９条※１に抵触すると判断し、同月３

１日に現地原子力運転検査官に報告があった。 

 

※1 １Ｆ規則 第９条第一項ロ 放射性物質を経口摂取す

るおそれのある場所での飲食及び喫煙を禁止すること。 

 

 

３．運転等の状況 

号 機 
出 力 
（万 kW） 

運転開始年月 
前四半期から保安検査終了日までの 

運転状況 

１号機 ４６．０ 昭和４６年３月 
「特定原子力施設に係る実施計画」に基づき、
廃止に向けた措置を実施中。 
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２号機 ７８．４ 昭和４９年７月 
「特定原子力施設に係る実施計画」に基づき、
廃止に向けた措置を実施中。 

３号機 ７８．４ 昭和５１年３月 
「特定原子力施設に係る実施計画」に基づき、
廃止に向けた措置を実施中。 

４号機 ７８．４ 昭和５３年１０月 
「特定原子力施設に係る実施計画」に基づき、
廃止に向けた措置を実施中。 

５号機 ７８．４ 昭和５３年４月 
「特定原子力施設に係る実施計画」に基づき、
燃料交換の維持・継続のための措置を実施中。 

６号機 １１０．０ 昭和５４年１０月 
「特定原子力施設に係る実施計画」に基づき、
燃料交換の維持・継続のための措置を実施中。 

 

４．検査内容 

今回の保安検査では、下記に示す検査項目について検査を実施した。 

（１）年４回の保安検査 

ア 基本検査 

①運転管理の実施状況 

検査ガイド名：津波防護 

         設備の系統構成 

サーベイランス試験 

運転員能力 

火災防護 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る実施

計画違反は確認されなかった。 

 プロセス主建屋の津波発生時に備えた津波防護設備の健全性の評価 

 プロセス主建屋の津波防護設備の維持管理の実施状況 

 造粒固化体貯槽（Ｄ）の外部電源喪失時の系統構成 

 ６号機非常用ディーゼル発電機６Ｂ手動起動試験 

 運転員の確保 

 一時保管エリア G、H、M、V の管理の実施状況 

 防油堤内ドラム缶他処理業務 

 免震重要棟集中監視室の運転管理 

 5･6 号機中央制御室の運転管理 

 

②保守管理の実施状況 

検査ガイド名：ヒートシンク性能 

作業管理 

内部溢水防護 
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設計管理 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る実施

計画違反は確認されなかった。 

 １～３号機使用済燃料プール循環冷却系二次系設備の試験、検査、保守及び監

視の実施状況 

 １～３号機使用済燃料プール循環冷却系二次系設備の機能喪失時の対応手順 

 ＰＣＶガス管理システムの試験、検査、保守及び監視の実施状況 

 汚染水処理設備に係る保安活動の実施状況（既設多核種除去設備、増設多核

種除去設備） 

 蒸発濃縮装置に係る保守管理等の実施状況 

 第三セシウム吸着装置（ＳＡＲＲＹⅡ）吸着材変更に係る設計管理の実施状況 

 

③品質保証活動の実施状況 

 検査ガイド名：品質マネジメントシステムの運用（PI&R） 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る実施

計画違反は確認されなかった。 

 記録の保管状況 

 汚染水処理設備に係る保安活動の実施状況（既設多核種除去設備、増設多核

種除去設備） 

 放射線管理に係る不適合事象に対する是正処置の実施状況 

 第三セシウム吸着装置（ＳＡＲＲＹⅡ）吸着材変更に係る設計管理の実施状況 

 パフォーマンス向上会議 

 

④燃料管理の実施状況 

 検査ガイド名：燃料体管理（運搬・貯蔵） 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る実施

計画違反は確認されなかった。 

 6 号機新燃料解体･除染･再組立作業中における新燃料棒の床への落下事象につ

いて 

 

⑤放射性廃棄物管理の実施状況 

 検査ガイド名：放射性固体廃棄物等の管理 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る実施

計画違反は確認されなかった。 

 一時保管エリア G、H、M、V の管理の実施状況 

 

⑥放射線管理の実施状況 
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検査ガイド名：放射線被ばくの管理 

放射線被ばく評価及び個人モニタリング 

放射線被ばく ALARA 活動 

空気中放射性物質濃度の管理と低減 

放射線環境監視プログラム 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る実施

計画違反は確認されなかった。 

 造粒固化体貯槽（Ｄ）周辺の高線量作業に係る放射線作業計画及び放射線管理

の実施状況 

 1/2 号機共用排気筒解体工事の実施状況 

 K 排水路における「放射能濃度高高」警報発生 

 

⑦緊急時の措置の実施状況 

検査ガイド名：緊急時対応組織の維持 

緊急時対応の準備と保全 

重大事故等対応要員の能力維持 

上記検査ガイドを用い、以下について検査を実施したところ、当該検査項目に係る実施

計画違反は確認されなかった。 

 防災訓練（津波対応：A班、B 班） 
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５．確認資料 

（１）年４回の保安検査 

ア 基本検査 

①運転管理の実施状況 

・地震・津波対策の実施状況について（2016 年 4月 25 日） 

・プロセス主建屋 防水対象箇所配置図 No.62（H30.11.12 現在） 

・プロセス主建屋配置図（1F）（図書管理番号 07C-R01-1204H） 

・プロセス主建屋配置図（B1F）（図書管理番号 07C-R01-1203H） 

・プロセス主建屋配置図（B2F）（図書管理番号 07C-R01-1202H） 

・津波対策の防水区画に関わる作業ガイド改訂 01(2018 年 11 月 05 改訂) 

・３号機タービン建屋他防水性向上対策工事および同関連除却工事の実施変更につい

て（設計確定）（承認書番号 2016-921） 

・【03 連絡・周知文書】【周知】津波対策の防水区画に関わる作業ガイドの改訂について

（11 月 5 日施行） 

・特殊扉一覧表 

・福島第一原子力発電所 3 号機タービン建屋他防水性向上対策工事 工事追加仕様

書（設計変更）(2018.11.15 承認) 

・出荷証明書（平成 30 年 5 月 9 日） 

・福島第一原子力発電所 3 号機 タービン建屋他防水性向上対策工事の内 鋼製人

員用扉 耐水圧試験要領書 

・耐水圧試験記録 

・1F-平成 30 年度建築設備点検他業務委託（1～6 号機周辺建屋）委託追加仕様書

（2018 年 11 月 1 日） 

・1F-平成 30 年度建築設備点検他業務委託（1～6 号機周辺建屋） 作業員名簿（平

成 30 年 12 月 20 日受領） 

・簡易工事（業務）報告書 共用プール他水密扉点検業務委託（平成 27 年 11 月 19

日） 

・業務マニュアル 原子力発電所建築設備点検マニュアル DA-55-7 改 01（2016 年 3 月

31 日（改訂 01）） 

・福島第一原子力発電所 3 号機タービン建屋他防水性向上対策工事 構造計算書

（19-03-25） 

・福島第一原子力発電所 3 号機タービン建屋他防水性向上対策工事 工事追加仕様

書（設計込）（H28.7.5 承認） 

・『造粒固化体貯槽（D）の電源構成について』（2016 年 10 月 7 日） 

・「６号機 定例試験手順書（2018 年 4 月 21 日（212））」 

・「６号機[22]-5 ディーゼル発電機６Ｂ手動起動試験）」(2019 年 7 月 22 日 10 時 23 分

～12 時 17 分) 
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・１～４号設備運転管理部 運転直の組織表（No.242 2019 年 8 月 20 日） 

・水処理運転管理部 運転直の組織票（No.16 2019 年 8 月 20 日） 

・5･6 号/共通設備部運転管理部 運転直の組織票（No.172 2019 年 8 月 20 日） 

・運転員の確保マニュアル（DA51-51-1 改 05） 

・原子力発電所運転責任者合格証（一般社団法人 原子力安全推進機構） 

・第 55 回火災リスク低減プロジェクト議事録 

・第 56 回火災リスク低減プロジェクト議事録 

・可燃性廃棄物の焼却処理の優先順位及び追加火災対策について（2016 年 6 月 23

日）廃棄物対策 PG 

・防油堤内ドラム缶他処理業務（Rev.0 2018.07.01) 

・潜在危険摘出チェックシート（兼リスクアセスメント実施報告）Rev.2 2018.11.1 

・作業予定表・指示書/防護指示書（2019 年 9 月 2 日） 

・危険予知活動表（2019 年 9 月 2 日） 

・車両系荷役運搬機械等・車両系建設機械・移動式クレーン・その他の特殊車両系機

械作業計画書（協力会社作成） 

・【構内全域】津波が発生した場合の避難経路及び避難場所（防災安全部原子力防災

G2015．12） 

・事故・火災・人身災害時 連絡体制表（ND-F-016 改 06 H31.3.15） 

・「福島第一原子力発電所 滞留水 運転日誌［１］1 号機 各建屋滞留水及び近傍サ

ブドレン水位差等監視データ」 

・「福島第一原子力発電所 滞留水 運転日誌［５］プロセス主建屋・雑固体廃棄物減

容処理建屋及び近傍サブドレン水位差等監視データ」 

・「福島第一原子力発電所１号機・使用済燃料共用プール 運転日誌［１］」 

・「福島第一原子力発電所２号機 運転日誌［１］」 

・「福島第一原子力発電所 ３・４号機 運転日誌［１］１号機 各建屋滞留水及び近傍

サブドレン水位等監視データ」 

・「水処理当直長引継日誌」 

・「当直長引継日誌」 

・「MM プラント情報」 

・「ＥＭプラント情報」 

・「５・６号機 プラント情報」 

・「福島第一原子力発電所５号機運転日誌〔１〕」 

・「福島第一原子力発電所６号機運転日誌〔１〕」 

 

②保守管理の実施状況 

・非常用 D/G 接続箇所について（二次系） 

・福島第一原子力発電所 1～3 号機系統設計仕様書（平成 28 年 11 月 22 日） 
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・1F-1～3 号機 SFP 循環冷却 2 次系共用設備試運転報告書（発行日 2016.12.21） 

・長期点検計画（SFP）（管理番号 DA-57･1F-G2-001-M-SFP-2(改訂 20)） 

・短期グラフ（二次系流量パラメータ、二次系温度パラメータ、二次系圧力パラメータ） 

・使用済燃料プール冷却設備点検方針について（平成 24 年 9 月 26 日） 

・技術別評価報告書（振動診断）（2018.12.20 承認） 

・店所業務取扱文書（1～4 号機使用済燃料プール循環冷却設備 異常発生時対応手

順書）（2018 年 12 月 28 日改訂 06） 

・２号機 原子炉格納容器内窒素封入の停止について 

・「２号機 原子炉格納容器内窒素封入の停止における確認事項の回答について」 

（2019 年 8 月 20 日） 

・「２号機 RPV/PCV 窒素封入ライン切り替え時における封入停止について」（2019.8.6） 

・「福島第一原子力発電所 機器識別ガイド」（2017 年 11 月 1 日 改訂 03） 

・「１～４号機 バルブチェック運用ガイド」（2019 年 7 月 16 日 改訂 01） 

・「バルブチェック運用の手引き」（2010 年 11 月 19 日 改訂 02） 

・「外観構造検査記録」（2019 年 1 月 16 日） 

・「2 号機窒素封入設備における運転上の制限からの逸脱と復帰について（不適合）当直

対策」 

・「１～４号設備運転管理部 運転指示書：2018 年 8 月 6 日に発生した 2 号機原子炉

格納容器窒素封入停止（LCO 逸脱事象）に伴う対応について」（2019 年 8 月 8 日） 

・「当直 OE 情報：2 号機窒素封入停止(LCO)事象」 

・「既設多核種除去設備循環ポンプ２Ｃ吐出弁フランジ部からの漏えい事象」（2019 年 7

月 30 日） 

・「増設ＡＬＰＳ Ｃ系クロスフローフィルタスキッドの堰内漏えいについて」（2019 年 7 月 30

日） 

・「巡視経路図」 

・既設/増設多核種除去装置仮置き物品設置による堰外への漏えいリスク管理について 

・業務実施計画書（1F-1～４号機 多核種除去設備運転管理他業務委託（2018-

2019））抜粋 

・依頼文書（手順書改訂依頼）保守委託(HIC 交換等）（H29-H30) 

・既設多核種除去設備 ポンプ管理リスト（2017 年～2021 年） 

・増設多核種除去設備 ポンプ管理リスト（2017 年～2021 年） 

・1F-1～4 号機 多核種除去設備ポンプ他分解点検手入工事（2019）工事追加仕様書 

・技術連絡票（弁グランド部からの漏えいに対する御提案） 

・1F-1～4 号機 多核種除去設備弁類点検手入工事（2019）部分工事仕様書 

・1F-1～4 号機 既設多核種除去設備点検手入工事（2019）工事追加仕様書 

・依頼文書（1F1～4 号機 既設 ALPS 保守委託（HIC 交換等）(H29-H30)）2018 年 3

月 1 日 
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・依頼文書（1F1～4 号機 既設 ALPS 保守委託（HIC 交換等）(H29-H30)）2018 年 12

月 18 日 

・増設多核種除去設備 BPP 分解修理工事（分解点検結果と対策について）2019 年 6

月 13 日 

・淡水化装置 パトロールチェックシート（2019 年 7月 7 日～2019 年 7 月 13 日） 

・淡水化装置 パトロールチェックシート（2019 年 8月 18 日～2019 年 8 月 24 日） 

・放射線管理記録（１Ｆ）高レベル放射性滞留水設備運転（定期サーベイ）（2019 年 6 月

14 日） 

・蒸発濃縮装置１ハウス内の薬品の処理方針について（2019 年 8 月 28 日） 

・SARRY2 FST 投入後の追加性能試験（2019/3/19～）結果報告及び今後の方針につ

いて（2019 年 6 月 14 日） 

・技術検討書「第三セシウム吸着装置への性能要求について」（2019 年月 26 日） 

・第三セシウム吸着装置の運用開始（2019 年 6 月 28 日） 

・第三セシウム吸着装置（ＳＡＲＲＹⅡ）設備移管について（2019 年 7 月 12 日） 

 

③品質保証活動の実施状況 

・不適合報告書「6 号機 RHRS ポンプモーター冷却水配管 Y ストレーナー自主点検記録

の紛失について」 

・震災後の長期停止に伴う福島第一原子力発電所 6 号機点検長期計画（原子炉機

器）2018～2027（改訂２） 

・文書・記録管理業務ガイド（福島第一廃炉推進カンパニー）NI-32-ガイド１改訂 05 

・福島第一 放射線管理関係の不適合に対する予防処置（保安）の検討状況について

（2019/08/31） 

・不適合報告書 SR10350443 

・OE 情報【SR10350443】放射線防護装備脱着における不適切行為 

・不適合報告書「第三セシウム吸着装置における除去性能未達について」（2019.8.30） 

 

④燃料管理の実施状況 

・6 号機新燃料解体・除染・再組立作業中における燃料棒の床への落下事象について

（2019 年 8 月 29 日） 

・１F６NFI 製新燃料所外搬出業務工程表（案） 

・「１F６NFI 製新燃料所外搬出業務」作業要領書（解体・除染・再組立作業） 

・不適合報告書「6 号機新燃料所外搬出業務（解体・除染・再組立て）における燃料棒

床への落下」 

 

⑤放射性廃棄物管理の実施状況 

・瓦礫類・伐採木管理票（受付番号 廃 2019-05-0021） 



   

10 

 

・事故収束作業に伴い発生した伐採木の保管状況に関する定期報告（2019 年 5 月 31

日まで） 

・瓦礫類・伐採木管理票（受付番号 2017-04-615） 

・事故収束作業に伴い発生した伐採木の保管状況に関する定期報告（平成 29 年 4 月

30 日まで） 

・2019 年度伐採木一時保管エリア環境改善他作業計画 

・ガラ収納容器等受取り保管業務委託（2019）委託追加仕様書 

・伐採木エリア経路図 伐採木一時保管エリア G（2019 年 7 月現在） 

・伐採木エリア経路図 伐採木一時保管エリア H（旧ヘリポート北側）（2019 年 7 月現在） 

・伐採木エリア経路図 伐採木一時保管エリア H（旧ヘリポート北西側） 

・伐採木エリア経路図 伐採木一時保管エリア M（2019 年 7 月現在） 

・伐採木エリア経路図 伐採木一時保管エリア V（2019 年 7 月現在） 

・一時保管エリア巡視（2 月 20 日、21 日）対応時間 

・一時保管エリアにおける巡視状況結果報告書(1/2) 

・１F ガラ収納容器等受取り保管業務委託（2019）作業手順書(2019 年 8 月 19 日施

行） 

・放射線サーベイ記録 伐採木一時保管エリア M(2019/8/14） 

・放射線サーベイ記録 伐採木一時保管エリア V(2019/8/20） 

・廃炉・汚染水対策現地調整会議（第 44 回）議事次第 

・福島第一原子力発電所の敷地境界外に影響を与えるリスク総点検に関わる対応状況 

・空気中放射性物質濃度 サーベイ記録（令和元年 6 月実施分） 

 

⑥放射線管理の実施状況 

・業務実施計画書 1F-1～4 号機Ｄピット周辺除染業務委託（H30）（平成 31 年 4 月

24 日） 

・放射線管理計画書登録完了通知書（平成 31 年 1 月 23 日） 

・放射線管理計画書（2019 年 4 月 25 日） 

・放射線管理記録 1F-1～4 号機Ｄピット周辺除染業務委託（H30）（測定日時 平成

31 年 4 月 3 日 10 時 30 分） 

・東京電力ホールディングス株式会社福島第一原子力発電所における放射線作業届（放

射線管理計画を提出していない作業に係わるもの） 

・2019 年度放射線管理基本計画書（制定日 2019 年 04 月 01 日） 

・放射線サーベイ記録(2019.8.1) 

・ダストモニタ表示画面の写真 

・作業予定表・防護指示書(2019.8.1、2019.8.2) 

・筒身解体時のダスト対策（飛散防止剤散布）(2019.7.24) 

・放射線管理仕様書(2018.11.1) 
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・線量評価結果一覧 

・被ばく線量低減計画 

・放射線管理基本計画書(2019 年 5 月 22 日) 

・業務実施計画書（平成 31 年２月１日） 

・現場オブザベーションチェックリスト(2019 年７月５日) 

・K 排水路における「放射能濃度高高」警報発生について（2019 年 8 月 29 日） 

・「1F PSF 放射線モニタ点検保守業務」：業務実施計画書（2019 年 1 月 15 日） 

・PSF の校正について 

 

⑦緊急時の措置の実施状況 

･防災訓練の計画について（7/29 防災訓練）2019.7.10 Rev.0 

･7/29 防災訓練 訓練開始時点プラントパラメータ 

･7/29 防災訓練シナリオ Rev.0 

・防災訓練の計画について（8/26 防災訓練）2019.8.8 Rev.0 

・津波襲来後の状況付与シート（１～４号機） 

・津波襲来後の状況付与シート（５・６号機） 

・8/26 防災訓練 開始前の状況付与シート 

 

イ 追加検査項目 

なし 

 

６．特記事項 

なし 
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 別添１：実施計画違反の詳細 

No.1  

件名 東京電力ホールディングス株式会社 福島第一原子力発電所 

 ５.６号機送電線（双葉線１号）での発煙事象 

実施計画違反の

該当条項 

実施計画Ⅲ特定原子力施設の保安第２編第２章 第３条品質保証計画 

判定区分 実施計画違反（監視） 

検査ガイドＮｏ ＢQＯ０１０品質マネジメントシステムの運用 

 

事象の詳細 １．双葉線引留鉄構取替工事において、６６ｋV 双葉線１号及び２号に防食層保

護装置と接地線を設置する計画とし、仕様を決定した。その後協力企業と電気

機器Ｇで協議し、施工性等を勘案し、接地線取付け位置を新設鉄構から５/６

号超高圧開閉所建屋内へ変更したが、施工を行うに当たり使用する図面等は

作成せず口頭での施工指示で済ませていた。 

また、接地線は防食層保護装置の１次側に接続される計画であったが、協

力企業の工事担当者が誤って２次側に接続するよう作業員に口頭指示したた

め、誤った位置に接続された。 

２．電気機器ＧＭは、発注仕様書において、工事箇所全ての外観目視検査を立

会項目としていたが、契約後に協力企業から提出された施工要領書では外観

目視検査を記録確認としていることに気付かず承認したことから、立会項目とは

ならず立会いによる外観目視確認は行われず、誤った位置への接続に気付くこと

なく２０１９年６月２６日１４時５８分受電を開始した。その後２０１９年７月２２日

６時５５分に受電を停止し、翌２３日１３時１８分に双葉線１号を復旧した。 

２５日９時３５分に協力企業作業員が双葉線１号黒相ケーブルヘッド架台か

ら発煙及び火花が発生していることを発見し、５.６号機中央制御室に連絡し、

運転員が９時５８分双葉線1号を停止した(双葉線２号は受電継続)。停止によ

り発煙及び火花が収まった後、現場確認を行ったところ、防食層保護装置が焼

損していた。 

応急処置として、防食層保護装置を取り外し、接地線を取り付け、双葉線１号

については当日中に受電を再開した。その後、同様に誤って施工された双葉線２

号を停止し、応急処置後、２６日に受電を再開した。 
 

保安活動の問題
点 

【保安活動の問題点】 

１．業務の計画 

６６ｋV双葉線に防食層保護装置と接地線の設置に当たり、協力企業と電気

機器Ｇで協議し、施工性等を勘案し、接地線取付け位置を当初の仕様から変

更したが、図面等は作成せず口頭指示で済ませていたことは、「第３条（品質保

証計画）７．業務の計画及び実施 ７．１業務の計画（３）組織は、業務の計画

に当たって、次の各事項について適切に明確化する。ｂ）業務・特定原子力施設

に特有な、プロセス及び文書の確立の必要性、並びに資源の提供の必要性」の

不履行に該当する。 
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２．調達製品の検証 

６６kV双葉線に防食層保護装置と接地線を接続する工事において、誤った位

置への接続に気付くことができなかったことは、「第３条（品質保証計画）７．業務

の計画及び実施 ７.４調達 ７.４.３調達製品の検証（１）組織は、調達製品が、

規定した調達要求事項を満たしていることを確実にするために、必要な検査又は

その他の活動を定めて、実施する。」の不履行に該当する。 

３．文書管理 

発注仕様書において外観目視検査を立会いとしていたが、契約後に協力企業

から提出された施工要領書で外観目視検査を記録確認としていることに気付か

ず承認したことは、「第３条（品質保証計画）４．品質マネジメントシステム４．２

文書化に関する要求事項４．２．３文書管理（２）次の活動に必要な管理を「NI

－３２文書及び記録管理基本マニュアル（福島第一廃炉推進カンパニー）」に規

定する。a）発行前に、適切かどうかの観点から文書をレビューし、承認する。」の

不履行に該当する。 

今回の双葉線引留鉄構取替工事の実施に当たって、墜落、感電等のリスクを

考慮していたものの、工事の程度（困難さ、複雑さ等）を適切に評価した計画及

び実施が十分ではなく、工事の品質管理に係る保安活動に問題がある。 
総合評価 【違反の結果による原子

力安全への影響】 
６６ｋV 双葉線１号を停止

させたが、双葉線２号により外
部電源は継続供給されてい
た。また、発煙した防食層
保護装置周辺に可燃物
は無く、火災の拡大は考
え難く、応急処置も速やか
に実施したことから、原子力
安全への影響はなかったと判
断する。 
 
 

【品質保証上の問題】 

６６ｋV 双葉線に防食層保護装置と接地線の設

置工事に当たり、協力企業と協議し、接地線取付け

位置を当初の仕様から変更したが、図面等は作成

せず口頭指示で済ませた。工事担当者が誤って２次

側に接続するよう作業員に口頭指示したため、誤っ

た位置に接続された状態となった。発注仕様書にお

いて外観検査を立会いとしていたが、契約後の施工

要領書で外観検査を記録確認としていることに気付

かず承認したため、立会による外観検査は行われず

誤接続に気付くことができなかった。これらのことは、

「第３条（品質保証計画）７．業務の計画及び実施 

７．１業務の計画（３）組織は、業務の計画に当たっ

て、次の各事項について適切に明確化する。ｂ）業

務・特定原子力施設に特有な、プロセス及び文書の

確立の必要性、並びに資源の提供の必要性」の不

履行に該当する。 

したがって、保安規定第３条品質保証計画の業

務の計画に対する違反と判断する。 
【総合評価】 

双葉線引留鉄構取替工事において、接地線の設置が図面等によらず口頭指

示により行われたため、誤接続が発生した。さらに受電前の外観目視確認は立会

で行うべきところ、記録確認で行ったため、誤接続が発見されないまま受電した。そ

の結果、双葉線１号３相のうち、１相の防食層保護装置から発煙し、火災に至っ

た。これら一連の行為は、実施計画に定める工事の品質管理に係る保安活動の

実施の不履行に該当にする。ただし、外部電源喪失には至らず、速やかに応急処

置を完了して受電状態に復帰しており、原子力安全に影響はなかったことから、実

施計画違反（監視）と判定する。 
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No.２  

件名 東京電力ホールディングス株式会社 福島第一原子力発電所 

 管理対象区域における飲料水の摂取について 

実施計画違反の

該当条項 

実施計画Ⅲ特定原子力施設の保安第１編第２章 第３条品質保証計画 

第１編第７章第６５条、第２編第７章第１０５条 

判定区分 実施計画違反（監視） 

検査ガイドＮｏ ＢQＯ０１０品質マネジメントシステムの運用 

 

事象の詳細 ２０１９年７月３０日、５、６号詰所入口付近の管理対象区域内にある装備脱

衣エリアの棚上に飲料水摂取のためのウォータサーバが設置されていることを事業者

が発見した。同様な運用箇所がないかを確認したところ、同日、１－４号詰所入口

付近の管理対象区域内にある装備脱衣エリアの棚上に、飲料水摂取のためのクー

ラボックス（ペットボトル入り）が設置されていることが判明した。 

当該管理対象区域内にある装備脱衣エリアにおいて、ウォータサーバ又はクーラボ

ックス（以下「ウォータサーバ等」という。）から警備員が、飲料水を摂取していたことを

確認したことから、事業者（防護管理Ｇ）は１Ｆ規則第９条に抵触すると判断し、同

月３１日に現地原子力運転検査官に報告を行った。 

５、６号詰所のウォータサーバ等は、警備業務の委託先が２０１６年度に熱中症

対策として５月から１０月の期間限定で、装備脱衣エリア奥にある汚染のおそれの

ない管理対象区域に設置された。２０１７年及び２０１８年の５月から１０月並びに

２０１９年４月から７月までの期間にあっては、事業者より委託先の担当者の引継

ぎ等の不備により、再委託された協力事業者により管理対象区域にウォータサーバ

等を設置していたことが判明した。２０１７年４月に交代した再委託先の担当者

は、ウォータサーバ等が管理対象区域に設置されていることは認識していたが、防

護管理ＧＭより特別な許可を得ているものと思い込んでいた。 

１－４号詰所は２０１８年４月に運用を開始し、同年５月に再委託先の責任者

が委託先の担当者に熱中症対策について確認し、５、６号詰所と同様に給水設

備を設置しても良い旨の説明を受けたことから、再委託先の協力事業者は、装備

脱衣エリアにウォータサーバ等を設置した。 

装備脱衣エリアの奥には、汚染のおそれのない管理対象区域に、給水設備を

設置した休憩所が設定されているが、そこで業務を行う警備員は移動時間の短縮

を考え、当該給水設備ではなく、装備脱衣エリア入口付近の管理対象区域に新

たに設置したウォータサーバ等により飲料水を摂取していた。 

委託先においては、独断で、管理対象区域での飲料水摂取時の手順（装備脱

衣エリアにてヘルメット、マスク、ゴム手、綿手を外し、手及び口周りのサーベイを行

い、汚染のないことを確認してから飲料水を摂取する）を定め、口頭で再委託先へ

指示し、再委託先の協力事業者はその手順に従い飲料水を摂取していた。 

なお、それぞれの詰所内の壁には、飲食・喫煙等は、「汚染のおそれのない管理

対象区域」の所定の場所にて行うこと等が記載された「管理対象区域」に係る注

意事項が掲示されていたが、遵守されていなかった。 

防護管理ＧＭは、当該詰所を含む作業現場の放射線管理を委託していたが、

委託先の放射線管理責任者は、警備業務を実施する屋外の管理は実施してい

たものの、装備脱衣エリアを含む詰所内の管理は実施していなかった。 
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また、作業環境改善ＧＭは、汚染のおそれのない管理対象区域に設定された

休憩所等の維持管理を委託しており、当該委託先の放射線管理員は、１日１回

の頻度で、当該詰所内にある休憩所の表面汚染密度及び空気中の放射性物質

濃度を測定する際、装備脱衣エリアについても測定していたが、同エリアに不適切

に設置されたウォータサーバ等には気付かなかった。 
防護管理ＧＭは、管理対象区域での飲料水を摂取していた警備員について、

緊急に実施したホールボディカウンタの測定値と直近の定期ホールボディカウンタの
測定値を比較し、有意な変動がないことから、内部被ばくへの影響はなかったと判
断した。 

保安活動の問題
点 

【保安活動の問題点】 

１．管理対象区域内における協力企業の放射線防護 

防護管理ＧＭが警備業務を委託した警備員が、飲食・喫煙等が禁止された管

理対象区域に飲料水摂取のためウォータサーバ等を設置するとともに、同区域にお

いて長期間飲料水を摂取していたこと、また管理対象区域における飲料水摂取

時の手順を委託先が独断で定めて運用していたことは、「実施計画Ⅲ第１編（１号

炉，２号炉，３号炉及び４号炉に係る保安措置）第６５条（管理対象区域内にお

ける協力企業の放射線防護）第２項「 各ＧＭは，管理対象区域内で作業を行う

協力企業に対して，第１項※２で定めた事項を遵守させる措置を講じる。」及び

「実施計画Ⅲ第２編（５号炉及び６号炉に係る保安措置）第１０５条（管理対象

区域内における協力企業の放射線防護）第２項 各ＧＭは，管理対象区域内で

作業を行う協力企業に対して，第１項※２で定めた事項を遵守させる措置を講じ

る」の不履行に該当する。 

 

※2（１）管理対象区域出入者の遵守事項 ホ．放射性物質を経口摂取するおそ

れのある場所での飲食及び喫煙の禁止に関すること。 

 

２．業務の実施 

防護管理ＧＭが、管理対象区域でのウォータサーバ等の設置及び飲料水の摂

取を長期間見逃していたこと及び委託先に対して放射線管理上の適切な指導、

確認を行っていなかったことは、「第３条（品質保証計画） ７．業務の計画及び実

施 ７．５業務の実施 ７．５．１業務の管理 組織は，「業務の計画」（７．１参

照）に基づき業務を管理された状態で実施する。管理された状態には、次の事項

のうち該当するものを含む。ｅ）監視及び測定が実施されていること」の不履行に該

当する。 

 

３．調達製品の検証 

防護管理ＧＭが、委託先の放射線管理責任者が装備脱衣エリアを含む詰所

内の放射線管理を実施していなかったことを長期間見逃していたことは、「第３条

（品質保証計画） ７．業務の計画及び実施 ７．４調達 ７．４．３調達製品の

検証 （１）組織は、調達製品が、規定した調達要求事項を満たしていることを確

実にするために、必要な検査又はその他の活動を定めて、実施する。」の不履行に

該当する。 

 

４．放射線管理 

２０１９年６月以降、放射線管理に係る不適合事象が多発しており、放射線防

護上のルール遵守の不徹底、知識不足、誤った判断等によりルールを逸脱する等

のパフォーマンスの劣化傾向が認められる。 

現場における放射線管理が組織として適切に機能しておらず、放射線管理部
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門の体制、現場状況の把握、放射線管理に係る不適合の未然防止対策、放射

線業務従事者の意識向上等に係る保安活動に問題がある。 
総合評価 【違反の結果による原子

力安全への影響】 

防護管理ＧＭが警備業務

を委託した警備員が、管理対

象区域において長期間飲料

水を摂取していたが、警備員

の内部被ばくへの影響がない

と判断されたことから、原子力

安全への影響はなかったと判

断する。 
 

【品質保証上の問題】 

防護管理ＧＭが、管理対象区域でのウォータサー

バ等の設置及び飲料水の摂取を長期間見逃してい

たこと及び委託先に対して放射線管理上の適切な

指導、確認を行っていなかったことは、「第３条（品質

保証計画） ７．業務の計画及び実施 ７．５業務の

実施 ７．５．１業務の管理 組織は，「業務の計

画」（７．１参照）に基づき業務を管理された状態で

実施する。管理された状態には、次の事項のうち該

当するものを含む。ｅ）監視及び測定が実施されてい

ること」の不履行に該当する。 

防護管理ＧＭは、委託先の放射線管理責任者が

装備脱衣エリアを含む詰所内の放射線管理を実施

していなかったことを長期間見逃していたことは、「第３

条（品質保証計画） ７．業務の計画及び実施 ７．

４調達 ７．４．３調達製品の検証 （１）組織は、調

達製品が、規定した調達要求事項を満たしているこ

とを確実にするために、必要な検査又はその他の活

動を定めて、実施する。」の不履行に該当する。した

がって、保安規定第３条品質保証計画の業務の計

画及び実施に対する違反と判断する。 
【総合評価】 

防護管理ＧＭは、管理対象区域で作業を行う協力企業に対して、実施計画

で定める管理対象区域出入者の遵守事項を遵守させる措置を十分に講じておら

ず、また、長期間にわたり、その状態を見逃していた。このことは、実施計画に定め

る放射線防護に係る保安活動の実施の不履行に該当する。ただし管理対象区

域での飲料水を摂取していた警備員の内部被ばくへの影響はないと判断されてお

り、原子力安全への影響はなかったことから、実施計画違反（監視）と判断する。 

２０１９年６月以降、放射線管理に係る不適合事象が多発しており、放射線防

護上のルール遵守の不徹底、知識不足、誤った判断等によりルールを逸脱する等

のパフォーマンスの劣化傾向が認められている。 

現場における放射線管理が組織として適切に機能しておらず、放射線管理部

門の体制、現場状況の把握、放射線管理に係る不適合の未然防止対策、放射

線業務従事者の意識向上等の放射線管理に係る保安活動に問題が確認され

たことから今後の改善活動について、保安検査等において確認していく。 


